
地域教育実践

南予ブロック交流集会

と き；平成２９年２月４日(土)

ところ；愛媛県歴史文化博物館



                 地域教育実践交流集会実行委員長 若松 進一

約 11年前、平成の大合併によって愛媛県内は 70市町村から 20 市町に再編され、私たちは一

時的に人口が増えたような錯覚に陥りました。しかし殆どのまちでは合併後、過疎化や高齢化

がさらに進み、とりわけ少子化を理由に学校が統廃合され、地域から学校が消えてなくなると

いう異常事態となっています。これまでの日本の社会は、学校を中心にして地域のコミュニテ

ィが形成され、子どもは「地域の宝」して大切に育てられてきましたが、その願いさえも危な

くなりつつあるようです。

子どもを取り巻く社会は色々な問題を抱えています。それらを解決し、よりよい方向に導こ

うと、県内各地では様々な活動が行われていますが、それらを点と線で結び面や立体・球体に

するため、有志が集って「地域教育実践交流集会」を８年前、国立大洲青少年交流の家で開き

ました。

最初は 100 名余りの小さな集会で、その先行きもおぼつかないほどでしたが、次第に人と情

報のネットワークを広げ、少しずつ実力をつけて今日を迎えています。これまでの 8回が「過

去」ならば、9回目は「今」であり、当面の目標として目指している 10回以降は「未来」です。

そういう意味で 9回目の今年は「今が過去になる前」の「啐啄」の時かも知れません。

「啐啄」とは卵から雛が孵ろうとする時、内側から雛がつつき、その音に呼応してそっと母

鳥がつついて、お互いの力で殻を破り雛が誕生するのです。昨年度から始めた「学びを通じた

地方創生コンファレンス」推進事業の支援を得て、愛媛から全国へと情報と交流の輪も広がり、

啐啄の機運は高まってきたように思います。

私たちが目指さなければならない課題は大きく分けると二つあります。

その一つは折角育ててきた雛をどう育てるかです。お互いに経験や知恵を出し合い磨きあう

「響育」の「場」に、団体・機関・地域などの壁を乗り越えて、協働して取り組む「協育」の

ノウハウを身につける「機会」に、さらには郷土そのものが薫育を行なう「郷育」づくりの「き

っかけ」にするために開催する、地域教育実践交流集会をさらに進化させなければなりません。

もう一つは雛を育てる環境づくりです。毎年開かれている「地域教育実践交流集会」の受け

皿となっているこの指止まれ型の実行委員会を、発展的に組織化することです。既にその検討

を始めていて、今回の交流集会でも特別企画としてあるべき姿を探ろうとしています。今回の

集会がこれまで以上に厚みと広がりのある集会になるよう、みんなで盛り上げましょう。

一人は万人のために、万人は一人のために・・・。啐啄を・・・。

今が過去になる前の啐啄の時がやって来た



開開 催催 要要 項項

１ 期 日  平成 29 年 ２月 ４日(土)

２ 場 所 愛媛県歴史文化博物館

３ 主 催  地域教育実践交流集会実行委員会

（文部科学省「学びによる地域活性化プログラム普及・啓発事業」）

４ 後 援  愛媛県・愛媛県教育委員会・「えひめ教育の日」推進会議

５ 趣 旨

６ 日 程                               総合司会 … 國分 美由紀

時 刻 内               容 場 所

12：00 受付開始 ホール入口

オープニングイベント（12:30～12:55）

「奥伊予太鼓」の演奏
多目的ホール

13:00 開会式 あ い さ つ… 地 域 教 育 実 践 交 流 集 会 実 行 委 員 長 若松 進一

     趣旨説明… 南予ブロック実行委員長 小池 源規
多目的ホール

13:15 分散会 第１分散会

     第２分散会

     第３分散会

    第４分散会

第１研修室

第２研修室

第３研修室

ミーティングルーム

15:00 移動・休憩

15:15 全体会 インタビューダイアローグ 「地域づくりへの思いを語る」

     語り部 … 参加高校生・大学生全員

     聞き手 … 浅野 長武

多目的ホール

16:30 閉会式 あいさつ … 南予ブロック副実行委員長 中尾 茂樹 多目的ホール

16:35 解 散

17:30 交流会（自由参加） 十 石

子どもの育成にかかわっている地域活動者および活動グループが、地域の教育力

を高めるため手弁当で集まり、相互の情報交換を行います。互いの実践を本音で

語り合って、元気を分かち合い、新たな展望や相互交流を育んでいきます。今年

は、「かかわりをチカラに、つながりをカタチに」を合言葉に、毎年大洲で開催す

る交流集会へのステップとして、南予地区でミニ集会を開催し、新たな実践者の

交流を図ります。

地域教育実践の輪をさ

らに広げ、実践者同士

の交流を深めます！



オープニングイベント12:30～12:55

団体名 奥伊予太鼓保存会（大人中心） こども奥伊予太鼓（園児・小中学生）

事業名 和太鼓集団演奏 （会員数 大人 17 名 子ども 20 名）

「わが町に人情味豊かな活力ある郷土芸能を創作したい」 こんな思いを込めて昭和 62

年に発足し、はや 30 年を迎えようとしています。

「継続は力なり」 100 年続いたものが伝統文化なら、新しく生まれ、未来へ歴史をつ

なぐものも又伝統文化となりうることを信じ、地域の子供たちへ未来を託しながら日々頑

張っています。世界の人が太鼓のように丸く円満に、打てば響きあう人間関係となること

を願っています。

我々は太鼓を通して地域を元気にしたい！本日ご観覧の皆様と同じ想いを感じながら、

一生懸命に演奏したいと思います。

「どんどこばやし」 「勇駒（飛跳太鼓）」

「飛竜三段返し」 「神楽太鼓」

発表者

代表者 奥伊予太鼓保存会会長 浅野 秀三郎

事務局 奥伊予太鼓保存会会員 福原 純一

副事務局    〃      大森 元利

連絡先 080-5662-1712（大森携帯） jr5cej@mg.pikara.ne.jp  



  分 散 会  13:15～15:00

分散会 実践報告者 会場

１

宇和島水産高等学校水産食品研究部

第１研修室さだみさき夢希会

野村体験活動地域プラットフォーム実行委員会

２

高川地域づくり会

第２研修室わくわくラボ＠

三崎高等学校

３

西予市連合青年団

第３研修室鬼北町教育委員会

愛媛大学法文学部総合政策学科

４

二名津まちづくり隊

ミーティングルームうちうみまちづくり連合 Yomoshi 連内海

八幡浜市地域おこし協力隊

第１分散会（第１研修室）

団体名 愛媛県立宇和島水産高等学校水産食品研究部

事業名 愛媛県産魚ＰＲに関する研究 ～フィッシュガールが挑む道～

私たちはフィッシュガールとして、1 年生の時から愛媛県産魚のＰＲ活動を行ってい

ますが、それが、本当にＰＲにつながっているのかという疑問を持ちました。

そこで、行ってきた活動がＰＲにつながっているかを研究しました。私たちが主に行

ってきた活動は、実習で学んだ解体技術を生かした愛媛県産養殖クロマグロの解体ショ

ー及び企業や行政と連携し、愛媛の水産物を使った製品開発・販売です。これらが PR

につながっているかを私たちの視点で研究した結果を報告いたします。

発表者 水産食品科 3 年 濱田 春菜、松本 唯、山本 瑞希

連絡先 愛媛県立宇和島水産高等学校 0895－22－6575（鈴木 康夫教諭）



団体名 西予市野村地域体験活動地域プラットフォーム実行委員会

事業名 平成 28 年度体験活動地域プラットフォーム形成支援事業

体験活動を通して、自然や文化を理解し、地域に愛着をもつことを目的として、西予

市野村地域では、小学生を対象に「ジオパーク探検隊！～惣川・大野ヶ原探検！～」と

「ツリークライミング体験と竹で飯ごう・工作体験」を実施しました。これらの活動を

通して、子どもたちは、普段見過ごされがちな地域の自然や文化を再発見し、楽しくふ

れあうことができました。

また、地域の大人や年齢の異なる子供達と活動をともにすることにより、心の成長が

促され、積極的に体験活動へ参加する意欲をもたせることができました。

発表者 西予市教育委員会 野村公民館 主事 佐尾 優

連絡先 野村公民館 0894-72-1117 masaru.sao@city.seiyo.ehime.jp

団体名 さだみさき夢希会

事業名 佐田岬灯台 1000 プロジェクト（100 周年×10 人）

私は旧三崎町で生まれ育ちました。われわれが小学生だった 30 年前には、旧三崎町

に８校の小学校がありました。今年の三崎小学校の入学生はわずか４名。このままでは、

わが故郷はなくなってしまうのではないか？ 危機感をいだいた私は仲間と何が問題

か話し合いをしました。そこで出た答えは「地元に働く場所がない」ということでした。

そこで、私たちは故郷の子供たち、そこに暮らす人々が夢や希望をもてるようにとい

う願いをこめ「さだみさき夢希会」を結成しました！ 「地域住民の働く場所は、地域

住民みずから創る」を理念とし、「いやしの南予博」をきっかけに 3 つの事業、「佐田岬

灯台観光の拠点施設」である「佐田岬灯台ピクニックハウス」を手弁当で建設しました。

次年度は「子育て世代の雇用」を目標に現在、事業のブラッシュアップとＮＰＯ法人格

取得に取り組んでいます！

発表者 田村 義孝

連絡先 090-6283-6649（田村携帯）



第２分散会（第２研修室）

団体名 高川地域づくり会

事業名 高川地域づくり会の活動

高川地域づくり会は、「地域の課題を自分たちの手で」を目的として、平成２３年度

に発足した。組織は、各種団体長や地域住民で構成され、各分野で事業部を設け各種事

業に取り組んでいる。

その中の活動の一つとして、平成 26 年度に「ＳＵＩＪＩ-ＳＬＰ」（※）を受け入れ

たことがきっかけとなり、高川地域づくり会と愛媛大学を中心とする大学生との協働に

よる活動が始まった。「小学校さえ閉校になってしまった限界集落寸前の高川地区に大

学生が来て活動している」この不思議な現象が当たり前になりつつあることとあわせ

て、住民にとっても良い刺激となっている。

※「Six University Initiative Japan and Indonesia - Service Learning Program」の略称

発表者 高川地域づくり会 宇都宮 雅己

連絡先 高川公民館 ０８９４-８３-１００１masami.utsunomiya@city.seiyo.ehime.jp

団体名 わくわくラボ＠

全国各地から集まった「地域・教育」に関心がある大学生 4 名が「子どもの居場所づ

くり」をテーマにした実践型インターンシップに参加。見ず知らずの 4 人が一軒家で共

同生活を行い、寝食を共にし、寝る時間を惜しんで活動し、時に泣き、時に笑い、時に

そっと寄り添い支え合いながら、4 週間を宇和島市で過ごした。

「行きなさい」と言われていくのではなく、自分の意志で通うことができる場所。宇

和島の豊かな自然環境を活かした生きる力を育むことができる場所。将来に渡って、自

分らしく活躍するために必要な力を身につけることができる場所。子どもの「やってみ

たい！」を形にできる場所。そのような『子どもたちの居場所づくり』を形にするため

に、彼女たちが地域を駆け回り奮闘しながら残した成果を報告します。

発表者 平田 敦子

連絡先 journal.a.818@gmail.com



団体名 三崎高等学校

事業名 三崎おこし

西宇和地区で唯一の高校である本校においては、進学や就職を機に都市部へ転出する

生徒が多く、地域の担い手不足が深刻化している。

そこで、地域を担う存在である高校生が、地域の良さを再発見し、郷土愛を育み、地

域に誇りを持った社会人になり、将来地元に戻り、地域のリーダーとして活躍する人材

（「ブーメラン人材」）に育つことをねらいとし活動を始めた。活動として、地域の特産

品である柑橘を使用して地域の菓子店と共同開発した「みっちゃん大福」や地域の海岸

清掃で集めたごみ（養殖ブイ、網等）を利用して作ったブイアート作品の制作、地域の

小中学校へ出向いての「苦手克服塾」の実施などが挙げられる。今後もこれらの活動を

通して、高校の魅力化と地域の活性化を目指し活動していきたい。

発表者 渡邊 愛梨（松山東雲短大 三崎高校ＯＢ） 松下 鈴菜（三崎高校３年）

連絡先 愛媛県立三崎高等学校 0894－54－0550（津田 一幸教諭）

第３分散会（第３研修室）

団体名 西予市連合青年団

人口減少社会でも、地元に戻って仕事をしながら青年団活動に取り組んでいる人たち

が西予市にはいます。それは、いつも団員のことを温かく見守って下さる地域の方々の

おかげであります。各単位団では地域の特性を活かして活動中です。近年では、休団し

ていた青年団体が復団し地域の活力となっています。青年団では、横のつながり･連携

が不可欠です。取り組んでいることは小さいかもしれませんが地域とともに歩んでいる

各青年団体活動の成果と課題を知って頂き、若者と地域とのつながりを考えて頂ければ

と思います。

発表者 西予市連合青年団 団長 岡田 逸

連絡先 090-6885-6907（岡田携帯） bluedays1988@yahoo.co.jp



団体名 鬼北町教育委員会

事業名 郷土学を通じた学校・地域の連携

平成２４年度に日吉小中一貫教育で郷土学が導入された。これにより、郷土の歴史や

文化、産業、生活、自然などの地域素材をもととした体験活動を通じて、地域と学校の

連携がさらに強まり、地域ぐるみで子どもを育む環境が整ってきている。

過疎・高齢化が進み、若者の流失が顕著となっている中、地域を担う人材育成のため

には、より地域を知ること、郷土愛を育む教育が不可欠であり、こうした活動を支援す

るため社会教育の果たすべき役割が重要である。

発表者 鬼北町教育委員会 中川 博之

連絡先 鬼北町教育委員会 0895-45-1111

団体名 愛媛大学法文学部総合政策学科観光まちづくりコース

事業名 地域へのまなざし ―大学生活での学びと経験から―

愛媛大学観光まちづくりコースでは、文献講読等の座学以外に“フィールドワーク”

を通して、現場へと実際に足を運んだより実践的な学びを行っている。各ゼミそれぞれ

の特色を活かして研究・調査に臨んでいるが、その中でも私の所属する米田ゼミでの活

動を主体に、大学教育が地域で実践する意義とこのコースでしか経験することのできな

い学びを伝えたい。私は、まだ何か形として残るものを地域に還元することが出来てい

ない。しかし、社会に出てから一つずつでも返していくために、大学での学びを着実に

身に付け、地域を担う一員として考えを深めたい。

発表者 大野 千春

連絡先 Chiharu_ohno47@yahoo.co.jp



第４分散会（ミーティングルーム）

団体名 二名津まちづくり隊

事業名 わが家ライブ、古民家利用

① わが家ライブ

荒れ果てた空き地を再生して、そこを拠点に音楽ライブやアートイベントを開催した

こと。

② 古民家利用

旧庄屋（のちに酒屋）だった古民家を、家主から無償提供の声があり、それを譲り受

けるにあたっての問題点やそれをどのように活用していくか。

発表者 二名津まちづくり隊 代表 増田 克仁

連絡先 090-1175-5850（増田携帯） masuken@sb.pikara.ne.jp

団体名 うちうみまちづくり連合 Yomoshi 連内海

事業名 まちづくりは想像力（ｲﾏｼﾞﾈｰｼｮﾝ）zero からのまちおこし実践事例

平成 13 年から平成 28 年度までの 15 年間に取り組んだ町おこし事業の実践事例紹

介です。全部で 25 施策あります。この中には、既存事業を拡張したもの、復活したも

のがそれぞれ 1 件含まれていますが、それ以外はすべて新規事業です。事業費は億単

位からゼロ予算のものもあります。また、国を動かした事業、世界初の技術などの大き

なものから、ご近所の助け合いといった小さな事業まで多種多様、分野も、産業、福祉、

スポーツ振興、地域コミュニティなど多岐にわたっています。ゼロベースからアイディ

アを形にしてきたものばかりです。時間の都合上一部分しか報告できないと思います

が、私の苦労話をお聞きください。

発表者 事務局長 長田 岩喜

連絡先 0895-70-1272（長田自宅）



団体名 八幡浜市地域おこし協力隊

事業名 地域おこし協力隊による離島「大島」での地域活動

八幡浜市では平成 27 年度より、総務省の「地域おこし協力隊」制度を活用し、市内

3 地区に協力隊を配属して地域活動を行なっています。

その 1 地区、八幡浜市唯一の離島「大島」では、高齢化が著しく地域存続の危機が迫

っている中で、島の魅力を多くの方に知ってもらうため、地域資源を活用して交流人口

増加を目指しています。その他にも、島内行事への参加など協力隊として地域でどのよ

うに活動しているかを報告したいと思います。

発表者 乘松 稔明

連絡先 090-5273-4134（乘松携帯） mail：chiikiokoshi-ooshima@mopera.net

インタビューダイアローグ

15:15～16:30

テーマ …「地域づくりへの思いを語る」

語り手 … 参加高校生・大学生全員

聞き手 … 浅野 長武お兄さん

何が出てくるかは、蓋を

開 け て み て の お 楽 し



会 場 図

実行委員会名簿

【地域教育実践交流集会実行委員会代表】若松 進一 【名誉顧問】讃岐 幸治

【南予ブロック集会実行委員長】小池 源規 【 〃 副実行委員長】中尾 茂樹

【実行委員】浅野 長武・上田 和子・國分 美由紀・酒井 史朗・武岡 伸司

「地域教育実践南予ブロック交流集会」参加申込及び問い合わせ先
〒798-8511 宇和島市天神町甲７－１ 南予教育事務所社会教育課内

地域教育実践南予ブロック交流集会事務局 酒井 史朗

FAX 0895-22-1336 電話 0895-22-5211（内線 457）

Mail; sakai-shirou@pref.ehime.jp



                   （参加者 82 名、回答者 43 名、回収率 52％）

１ 分散会の内容はいかがでしたか。

① 参考になった 38 名 89％

② ある程度参考になった 4 名 9％

③ あまり参考にならなかった 1 名 2％

具体的にはどんなところですか。（〇…よい点 ☆…改善点 △…悪い点）

〇 様々な活動報告が聞けた。他地域のすばらしい取組を知ることができた。（８）

〇 フィッシュガールの輝く姿、すばらしいプレゼンが印象的だった。（２）

〇 若い力が実践していること。もちろん成果も出ている。（２）

〇 ものすごくいい時間だった。

〇 質疑応答を通して深く議論できた。

〇 若い学生のパワーに感謝。地域の力を借りることの大切さを再認識した。

〇 各ブロックの企画・アイディアを聞かせていただく中で、自分たちが取り組んでい

る事業の洗練に生かすことができた。

〇 最新の大学教育について知ることができた。

〇 地域おこし協力隊の存在を初めて知った。

〇 フィッシュガールの取組が参考になった。

〇 地元の活動報告があり、身近に感じた。

〇 地域づくりに対する思いや若い力・アイディアが参考になった。

〇 詳しい資料や写真、映像などで、地元の人が詳しく説明してくれたので、分かりや

すかった。特に八幡浜の大島の映像がきれいだった。

〇 各地の具体的な取組、キーパーソン、先進的な技術などが参考になった。

〇 小中一貫教育で「郷土学」を取り入れて子どもたちを指導している日吉地区の取組

が参考になった。

〇 いろいろな立場の方がそれぞれの方面で貢献する裏に、必ずエキスパートの存在が

あった。

〇 佐田岬プロジェクトの田村さんの情熱に圧倒された。

〇 思いをもつことで、行政や地域とのコラボにより先に進めることが分かった。

〇 公民館主事こそが地域づくりのキーマンである。

〇 人と人のかかわりで生み出されるものがたくさんあると感じた。

〇 若い人たちが考えていること、感じていることを知ることができた。

〇 いろいろな地域が本気になってまちづくりのことを考えていた。

〇 社会教育や生涯教育は、地域の中で誰もが主役になれるというのが大事なのかな、

と思った。活力のある方々にたくさん出会えて、とてもすてきな時間になった。

〇 地元のよさを改めて感じた。

☆ 事例報告の時間配分を考えてほしい。事前の役員打ち合わせをしっかりしてほしい。

△ ファシリテーター頑張れ。

△ 行政の取組は必要ないのではないか。

２ インタビューダイアローグはいかがでしたか。

① 参考になった 38 名 89％

② ある程度参考になった 5 名 11％

③ あまり参考にならなかった 0 名 1％

具体的にはどんなところですか。（〇…よい点 ☆…改善点 △…悪い点）

集会アンケート結果



〇 若者たちの地域を思う熱い気持ちに感動した。（４）

〇 若者の本音や心情、力を知ることができた。（４）

〇 若さってすごいと思った。学生の力、地元愛に感動した。（３）

〇 高校生や大学生の未来に向かって生きようとする姿勢から力をもらった。（３）

〇 他地域で活躍する学生の言葉が聞けた。（２）

〇 高校生や大学生が活動を通して成長したことがよく分かった。（２）

〇 子どもたちに体験活動や職場体験をさせることの大切さを感じた。（２）

〇 高校生や大学生がとてもしっかりしていて、頼もしく感じた。（２）

〇 子どもたちを大切に育てていきたい。わくわく、どきどきする活動をしたい。（２）

〇 司会者の話術、臨機応変さ、発表者に対する思いやりが良かった。

〇 若い頃から地域に関わっている姿を見ることができて新鮮だった。

〇 やりとりを通して、具体的な活動内容を知ることができた。

〇 高校生の体験に基づいたはつらつとした意見に感動した。

〇 聞き手の質問に対して、常に気の利いたコメントができる語り部はすごい。

〇 若者と地域住民は、win・win の関係になれる。思いをぶつけることの大切さやリア

ルな温かさから、「こんなふうにしたい」という思いをもつことができた。

〇 学生たちは、すばらしい大人と関わることで、地元愛あふれる人間に成長している。

〇 高校生、大学生がよく地域のことを考えて意見を述べていることに驚いた。若いパ

ワーを知り、未来は明るいなと思った。

〇 フィッシュガールが宇和島市や水産業のことが好きになってくれてうれしい。

☆ 男子学生も壇上に上がって意見を述べてほしかった。

△ もっとコアな話合いを聞きたかった。

３ ご意見・ご感想をお聞かせください。（〇…よい点 ☆…改善点 △…悪い点）

〇 たくさんの実践者とのつながりができた。つながりをさらに深めていいたい。（４）

〇 オープニングイベントの変更は残念だったが、奥伊予太鼓はすばらしかった。（３）

〇 ぜひ来年も南予で開催しほしい。（２）

〇 またぜひ参加したい。（２）

〇 時間がちょうど良かった。

〇 若者にスポットがあたったが、活躍の裏に大人の仕掛人がいることを認識できた。

〇 世代を超えたすばらしいものを感じることができた。

〇 地域を愛する人たちとの意見交換ができて、郷土愛を大切にする教育をしっかり実

践したいと思った。

〇 昔から知っている人たちが、日々地域のために頑張っている姿を見て安心した。未

来に希望がもてた。その地域、その時間、そこにいる人たちと動くことが大事だと感

じた。

〇 大人は地域のことをよく考えているのかと、若い時に思っていたことを思い出し、

もう一度考え直すことができた。

〇 若い人たちのすばらしい感性を聞けて、おじさんも負けていられないなと感じ、地

元で頑張っていこうと決意を新たにした。

〇 今日の発表者に負けないように活動していきたい。

☆ 参加できなかった分散会の資料もほしい。

☆ インフルエンザで参加できなかった報告者がいた。開催時期を考えてほしい。

△ 会場の多目的ホールが寒かった。（２）

△ もう少し時間がほしかった。



インタビューダイアローグ
宇和島水産高校   英語で紹介。1 年生から産業のＰＲや研究。

（松本、山本、濱田） 解体ショーは、産学官で行われ、水産食品研究部（フィッシュガ

ール）が海外（シンガポール、マレーシア）などで開催。

渡辺愛莉      「三崎おこし」として“みっちゃん大福”準グランプリを受賞。

松下鈴菜      「ブイアート」はブイやロープのごみを使って地域に貢献

谷本ゆか（もゆ）  SUIJI。（観光まちづくりコース）高川地区。（インドネシア、高

知大学、愛媛大学）

大野        米田ゼミで地域と連携する意義。

松本唯（しか）  ふるさとへの思い、人柄、自然豊かなところ。就職も宇和島。

山本みずき（だがし） イオン（中四国）に就職。

濱田はるな（こけし） 松山市出身だが、松山より宇和島が好き。ローソンができ、山と

海に囲まれている。

活動して感動したこと楽しかったこと

松本   自分の成長。（へたれが人前で海外で話すことができる）

山本    〃  （中学生の時は教室でひっそりと）経験して成長した。

濱田   ご当地のご飯、地元の人と話すと魚のことを熱く語ることに感動。

松下   登下校であいさつをしてくれる地域の大人の温かさに感動。（こどもの城にブイ

アートを展示している）

渡辺   みっちゃん大福をつくるまでの過程が楽しかった。みっちゃん大福が伊方の代

表として認められたこと。

もゆ   夏休み 2 週間 SUIJI では分からなかったことが、プライベートで通うと良いこ

とがある。高川の慰労会は、家族で参加が基本。大人の人も子どもの頃に参加し

ていたんだと言うことを知ることができた。

大野   自分自身はワークスタディバランスを学べた。（資金作り）

     ゼミでは海洋瀬戸内キャンパスで 1 位のプレゼンを学べたこと。

     海の仕事を次世代につなげる。肱川（プランクトン）から海へ。

高校生  かわいさと勢い。

大学生  調査研究。

質問

玉里   今、目指している進路に対して素敵な出会いとか出会った人がいたら教えて欲

しい。

しか  フィッシュガールをすることで県産業をよく知っている先生。

だがし 鈴木先生と関わってここまで成長させてもらった。

こけし インストラクターになろうと思っていたが、先生や就職先のおかげで水産業に



つくことにした。

松下  レジを就職先と考えていたが、活動を通して総合職につくようにアドバイスを

してもらって、人に認めてもらうことができた。

渡辺  保育士になりたいと思っている。保育（恩師）みたいになりたい。中高生のと

き、恩師から、携わった子どもたちに関わりたいと励ましてくれた。

もゆ  高川（西予市役所）宇都宮さんと出会って、慰労会のあとに大切にされる主事

になりたい。

大野  米田先生（ゼミの先生）「教育から街が変わるのではないか」と思わせてくれた。

観光まちづくりの本をだしている出版社に就職したい。

活動して困った話

しか  ない。（思い当たらない）

だがし 解体ショーの解説をする上で文章を覚えたり発表するのが困った。

こけし ショーは、人と関わることが多くてはじめにあった時は、苦手で言葉に感情を

込めて言えなくて困った。

松下  面接の練習をしないといけないのに、ブイアートの制作があって、困ったが、

困ったことが知らない間にプラスになっていた。

渡辺  みっちゃん大福 みかん果汁やパッケージを自分たちでどうしたらよいか困っ

た。

もゆ  1 年は農作業。2 年は移動自転車。15 名で参加するために自転車がなくて、困

ったが、地域の人の力で 16～17 台集まった。困ったことを解決していくきっかけ

になった。

大野  自慢話や過去の話。取り返せない過去の話をする人→悔やむのならしておけ。

地域づくりへの思いを語る

しか  後輩たちに、もっとおもしろいということを伝えたい。イベントに関わる企業

に就職するのでいろいろな国を回りたい。

だがし 「イオン」に就職して高校生と共同していけるように成長したい。

こけし 「営業」なので、ショーで会社の人と出会ったから、交流を深めながら、やっ

ていきたい

松下  分校にならないように三崎をＰＲしていきたい。みっちゃん大福は、今治イオ

ンで販売している。松山で就職しても地元の人とのつながりをもっていたい。

渡辺  保育士として就職しても地元に帰って、イベントを手伝いたい。

もゆ  女子大生ブランドでなくても「もゆ」だから必要とされたい。「もゆブランド」

として、高川で農業をしながら、結婚して子育てをしたい。

大野  将来の旅人づくり 本作りを通して子どもたちに伝える 先生を対象として、

価値を見いだして欲しい。

高校生や女子大生がどうして若者がクローズアップされるのか？

受入れ側 ウィンが感じられる。地域にとって高校生だから、女子大生だから感動した。



（すばらしいこと）地域の特産を使って三崎高校が、何かを作りたいと提案が

あった。1 週間で形にしておいでと持ち帰らせたところ、5 日間で作ってきた。

お互いの感動があり、産業祭りでは、PTA も一緒になって 2000 コ売った。ビジ

ネスの受け皿もしている。大人も学ばせてもらった。本気と本気のウィンウィ

ンの関係だった。

78 歳の裂きおり保存会の人が“教育は 1 日にしてならず”という言葉を思わ

せる。もゆのいう子どもの頃から体験していることが大人になっても繋がって

いるということが大切。

最後のあいさつ

若者の可能性を時代は、若者を求めている。高校生は慣習やしきたりにとらわれない。

社会の問題や矛盾をまっすぐにとらえる。ユニークな発想や進展ができる。お互いにとっ

てウィンウィンになったのではないか。

夏井いつきの俳句を一句。

春のくえ さびしき こんぺいとう

中学生が入賞した句会で、どうして若者が入賞するのかという問いに、生きている時間

が少ないこと。持っている語彙が少ないこと。だから、純粋に思いを句に出せるのだろう。

その句会は、中学生が全て全 7 句入賞した。

「人は必要とされて 輝いている」と締めくくる。



分散会１

愛媛県産魚ＰＲに関する研究～フィッシュガールが挑む道～

フィッシュガールは、平成 24 年、愛媛県立宇和島水産

高校水産食品研究部の有志により結成され、愛媛県産魚

のＰＲを目的に活動している。実習で学んだ技術を生か

した愛媛県産養殖クロマグロの解体ショー、企業や行政

と連携した愛媛県産水産物を使った製品開発・販売など、

水産に特化した高校ならではの活動に取り組み、日本国

内はもとより、シンガポールやマレーシアなど世界にも

活動の舞台を広げている。お客さんや関連企業へのアンケートを分析した結果、５年間の

取組が県産魚のＰＲに繋がっていると改めて実感できた。今後は、この活動が長く続くよ

う後輩への引継ぎをするとともに、卒業後も社会人の立場で県産魚のＰＲをしていきたい。

佐田岬灯台１０００プロジェクト（１００周年×１０人）

平成 29 年に点灯 100 周年を迎える「佐田岬灯台」を地

域資源として、周辺の集客力向上を図ろうと、地域の人々

で平成 27 年 5 月に「さだみさき夢希会」が設立された。

『人口減少や高齢化が著しく、学校も廃校になっていく

中、自分たちのふるさとを自分たちでもりあげていこう。

地域住民の働く場所は、地域住民自ら作る』、をモットー

に活動している。平成 28 年度は「えひめいやしの南予博」

において、『佐田岬 SEA ピクニック』『海上サイクリング』というプログラムを実施した。

現在は、子育て世代の雇用促進を目標に、NPO 法人格取得を目指している。

平成 28 年度体験活動地域プラットフォーム形成支援事

業

西予市野村地域体験活動地域プラットフォーム実行委

員会は、国の委託を受け、平成 28 年度に立ち上がった。

有志による地域づくり団体山奥組、老人会、婦人会、青

年団、ＰＴＡ、公民館等のネットワーク化を図り、地域

での持続可能な体験活動推進の仕組みをつくるとともに、

地域の自然をより深く理解し、地域に愛着をもつ子供を

宇和島水産高等学校水産食品研究

司会者 中本克也

記録者 澁武美貴

会場責任者 澁武美貴

さだみさき夢希会

西予市野村地域体験活動地域
プラットフォーム実行委員会



育てることを目的としている。今年度は、ジオガイドを講師とした惣川・大野ヶ原の探検、

愛媛大学より講師を招いたツリークライミングや山奥組の竹細工体験など、地域の自然や

人材を生かして活動した。今年度培った基盤を元に、今後も、子供たちの交流の場や体験

活動の場をつくっていきたい。

質疑応答

宇和島水産高等学校水産食品研究会

Ｑ 解体等の技術の習得方法について

Ａ 地元水産業者から販売できないマグロを提供していただいて練習している。技術は先

輩から教えてもらった。数をこなすことが一番である。

Ｑ メンバー構成について

Ａ 水産食品科の有志が、部活動として行っている。製品開発が主な活動で、部員は現在

1 年生４人、３年生５人である。

Ｑ 県産魚をＰＲしようと思ったきっかけについて

Ａ テレビで水産高のマグロの解体ショーを見てかっこいいと思った。

Ｑ 解体ショーについて

Ａ 土日や夏休みに、年間 40 回程度行っている。受付の窓口は、学校と県にある。解体シ

ョーを依頼してきた企業等の主催者が旅費・宿泊費・マグロ代などを負担し、解体ショ

ーによる売り上げは主催者のものとなる。県主催の場合は県が負担する場合もある。

Ｑ 注目されて良かったこと、悪かったことについて

Ａ よかったことは、地元の魚を全国、海外にＰＲできること。人見知りも克服できた。

中学校が分かれて連絡が途絶えていた友たちからＳＮＳで連絡がきた。悪かったことは、

楽しく取り組んではいるが、自分だけの時間が減ってしまうこと。

さだみさき夢希会

Ｑ 冬場の活動について

Ａ 夏場の活動が主だが、年間通じて活動がないと雇用につながらない、柑橘の加工など

をしていきたいと考えている。ＮＰＯを設立し、様々なイベントを仕掛けていくことで

雇用創出につなげたい。

Ｑ アイディアの創出について

Ａ 人間が行動を起こす原動力は感動である。人間として付き合い、夢に向かって自分の

能力を向上させていく。ふるさとをどうやって継続させていくか、故郷への熱い思いが

人を呼び、アイディアを生む。お前は家が菓子屋だから帰れる場所があっていいなと言

われたことがある。100 人を雇用できるようになりたいと思っている。

Ｑ メンバーについて

Ａ 中心メンバーは３人。何のためにその活動をやっているのかを毎回話合い、必ず共通

理解をして進むと、活動がぶれない。

【最後に】

どの発表も、地域資源や地域のよさを生かした取組ですばらしかった。持続化可能な取

組とするためには、これからの時代を生きる若者や子供たちへとつなげていくことが大切

であると感じる。
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高川地域づくり会は、フットパス整備、子ども

を育む地域づくり、移住・定住の促進、桃源郷の

里づくり等を目的として平成 23 年に設立された。

「せいよ地域づくり交付金」を活用している。平

成 26 年から、「ＳＵＩＪＩ―ＳＬＰ」（日本とイン

ドネシアの農山漁村で展開する６大学協働サービ

スラーニング・プログラム）を受け入れ、愛媛大

学の学生を中心とする大学生との協働を行ってい

る。初年度の畑での草引き、耕作、野菜の収穫に始まり、現在は飼料の栽培、地元学、ホ

ームステイ、空き家改修・利用等活動は多岐にわたっている。地域の方の意識も変化し、

現在では学生ととても自然な交流ができ、充実した活動が展開されている。新しい視点や

豊かな発想力を生かした学生の意見が、高川地区の活動に反映されることもあり、お互い

の結びつきが強い。高川地区にとって大学生は欠かせない人材であり、大学生にとっても

地域社会で献身的に貢献するリーダーとしての資質を身に付ける学びの場となっている。

全国各地から集まった「地域・教育」に関心がある大学生４人が、「子どもの居場所作り」

をテーマにした実践型インターンシップに参加し、４週間を宇和島で過ごした。研修内容

は、地域に入り、地域をよく知ること、保護者・子どもたちへのアンケート調査、イベン

トの企画などで、途中行き詰ったこともあったが、最後までやり遂げることができた。他

の地域のイベントやセミナーに参加したり、アンケート結果を活かしたりしながら、鶴島

公民館で「たこ焼きパーティー」を企画・運営した。この活動を通して、大学生たちは、

子どもたちに必要なのは、信頼できる大人、ゆっくりと過ごせる場所であることや、地域

に大学生が入ることで、活気が生まれることを理解した。また、世代を超えて他者を理解

しコミュニケートする力を高めることもできた。子どもや保護者からは感謝の声が多く寄

せられた。

地域の未来を担う高校生が、地域の良さを再発見し、郷土愛を育み、地域に誇りを持っ

た社会人になることをねらいとして、平成 27 年４月、三崎高校３年生９名で総合的な学習

の時間に三崎おこしの活動を始めた。「みっちゃん大福」の開発においては、田村菓子舗さ

んに協力を得た。フェリー乗り場で観光客に試食してもらい、意見をもらうなど、何度も

改善を加えながら開発し、10 月に初売りした。その後、愛媛新聞、ＮＨＫ、あいテレビ等

で取り上げられ、人気商品となった。三崎に来てもらいたいという願いから、現在は三崎

でしか販売していない。「みっちゃんピザ」も、地元の素材を使って開発し、地域行事で出

した。「ブイアート登龍門」は、「えひめ愛顔の芸術祭」に出品し、優秀賞を獲得した作品

高川地域づくり会

司会者     宮本 雅代

記録者     宇都宮 晋

会場責任者 宇都宮 晋

わくわくラボ＠

三崎高等学校



である。海岸を美しく保ちたい、流れ着いたゴミを利用したいという気持ちから、三崎高

校芸術同好会が、芸術に詳しい地域の方の協力を得て製作した。現在も「えひめこどもの

城」に展示されている。今後も、田舎だからこそできる、小さな高校だからこそできるこ

とを考え、高校の魅力化と地域の活性化に取り組んでいきたい。

質疑応答

高川地域づくり会

Ｑ 「ＳＵＩＪＩ―ＳＬＰ」の目的を知りたい。

Ａ 学生が、農山漁村の現場で地元の人と関わりながら試行錯誤する過程で、他者を理解

し、コミュニケートする力、困難な状況にもあきらめずに行動する忍耐力・状況突破力

等を養うことを目的にしている。大学としては、地域社会で献身的に貢献するリーダー

の育成を目指している。

Ｑ 高川地区の移住・定住の方向性と現状はどうなっているのか？

Ａ 他の地域から来てもらうことに重点を置かず、若者が出て行かない、又はＵターンし

やすい地域づくりを目指したい。まだ移住はないはが、１人お試し移住する予定である。

わくわくラボ＠

Ｑ 参加料はどうなっているのか教えてほしい。

Ａ 100 円払えば時間は関係なく１日過ごせるようになっている。活動資金として、市か

らの補助金を利用している。

Ｑ 市で行っている児童クラブなどとの関係はどうなっているのか。

Ａ 放課後子ども教室などとは別に、子どもが自分の意思で、気軽に参加できる居場所を

作りたいと考えている。

三崎おこし

Ｑ 三崎高校の「みっちゃんピザ」の商品化の計画はあるのか？

Ａ 焼釜は購入しているが、活動は総合的な学習の時間を中心に行っており、活動内容は

生徒の考えによって変えているため、今のところ商品開発・販売の予定はない。

Ｑ 三崎高校のブイアートの次の計画は？

Ａ 上記のように、生徒が自ら地域のことを考えて学習計画を立てるため、今のところ製

作予定はない。

全体

Ｑ 「新しいわたしに会いに行きたい」という言葉が三崎高校のポスターにあったが、「新

しいわたし」についてどう考えているか？

Ａ 大洲市で生まれ、大洲で働きたかったから県内の大学に進学した。しかし、ＳＵＩＪ

Ｉの活動を始めてからは、高川が好きになり、住みたいと思うようになった。周りの環

境が自分を変え、夢を変えた。（愛媛大学：谷本 結花）

Ａ 活動することにより、消極的だった自分が積極的に人と関わり、いろんな企画に参加

できるようになった。（三崎高校：松下 鈴菜）

Ａ 三崎は人が少ない分、盛り上がりに欠ける。だからこそ盛り上げたいという気持ちが

ある。「みっちゃん大福」づくりに取り組むことで、地域の人材やものづくりについての

理解が深まった。（松山東雲短期大学：渡邊 愛梨）

【最後に】

どの発表も素晴らしかったが、協議の時間が短かったのが残念だった。今後は、このつ

ながりを大切にし、連絡を取り合いながらお互いの良さを取り入れてほしい。
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青年団と地域とのつながり

若連中→青年会→東宇和郡連合青年団→西予市連

合青年団という歴史がある。

活動内容は西予市子どもグッズまつり（リリュース）

で、700 名参加。他に連合青年団主催交流会。

横のつながり、西予市ジオコン、独居老人宅の不燃物回収、通学合宿のスタッフ（子ども

との関わり）盆踊り、誰かのために何かできる。

横林青年団を復団、奈良野天満桜ライトアップ事業（ＯＢ他参加、地域の温かさを感じる）。

通学合宿（へらぶな村スタッフ）、横林盆踊り大会は 300 人参加（子どもから高齢者まで）。

横林地区敬老会（相撲の町）、横林青年祭りは住民の 2/3 参加。

青年団は地域と一緒に活動できることが成果であり、地域貢献、やりがい、地域のキーパ

ーソン。

課題は、組織の減少。新団員の確保難しい。プライベートと年中行事、団活動不一致。

熱い想い（積極性）チャレンジ、地域の方々や公民館との連携が不可欠。団体は、Ｈ15 に

９７名からＨ28 に３１名。地域とのつながり、連携、何か想いをもっている若い人がいる

はず。

日吉の概要、歴史、吉田騒動（武左衛門一揆）、井谷正命、道路、街並み、井谷正吉。

地区の現状は人口減少、S35 の 1135 人から 1/15 減少。農林業中心。

「郷土学」の取り組み

先人の偉業、熱い想い、学校の想い、行政 住民参加→地域自治への道、伝える機会、

地域を見る。価値の創造、地域の良さ 学校、地域、行政→人を育てる。課題は、地域コ

ミュニティの維持が難しい。学習資源となりうる地域の情報を発信が大切。地域のプロデ

ューサーとなる。「地域は人づくり」学校、地域、行政 がいったいとなって「共に育む」

ことで、より強固な地域づくりができる。

大学教育が地域と連携する意義は、外部の手助けを必要とする地方、お互いの打開策。

活動内容は、春合宿、茅町商店街、教育旅行研究大会、秋祭り、由布院「定点観測」他。

日本観光研究会「未来資源」で、松山は何を得て何を失ったのか。住宅地図から、S40、S60、

H20 の特徴として、人々の生活や時代の流れとともに、コンビニ増加、銭湯、個人商店の

司会者 山田 千尋

記録者   石城戸美惠子

会場責任者 石城戸美惠子

西予市連合青年団

郷土学を通した学校、地域の連携

地域へのまなざし



減少。

空屋再生プロジェクトにおいて、香川→年 1％成長（あえてブームをつくらない）サー

ドプレイス(本）地域らしさ→快適性という切り口へのアンケートでは、生活感の残る町→

尾道、非日常的観光地→道後、居心地（ソフト面）居場所（ハード）結論、「居心地よい」

根幹「よい居場所づくり」につながる。

大学生での学びは、必ずしも良いことばかりではない。滞在型観光の促進、大学生とし

て社会人としての社会貢献。「街は生き物である」「大学教育の挑戦」

質問

西川  観光教育は小中学校の授業の中で必要か。

大野  地域の歴史、文化など観光教育は、学べて良かったと思うようにどんどんひとつ

の方向だけでなく取り組むことは良いと想う。

観光＝郷土。子どもたちの学び 鬼北町（日吉）郷土学の広がり、生まれ育った

地域の学びを広めて欲しい。地域に根ざした学習。

中川  郷土学、生活の時間、総合学習を郷土学としてあげ、小中 9 年間で学ぶ。

    ジオパークで地域を愛し、ふるさとに帰ってくる子ども。

青年団 地域外の方への声かけ方法、たくさんの参加

子どもたちの目線（どう見えているか？）

自分のふるさとに誇りを持つ。

自己肯定感を高めていく。
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二名は、小学校、中学校、保育所がなくなった。65 歳以上 50％以上 過疎の町である。

平成 21 年度から公民館でイルミネーションを自分で作ったのがきっかけで始まった。二名

津に来た人たちに“おかえりなさい”と伝えたい思いと地域の人が楽しければ良いという

思いが伝わって、毎年寄付金をもらうことができるようになり、イルミネーション（電灯

の数）が増えてきた。

7 年目になり、スクールバスの待合所を利用してカフェを開催。次の年に家庭科室を利

用して、居酒屋風にちょうちんをつって、ライブを開店。資金がないと継続が困難で、空

き家が増えてきている中、若者が帰ってきたいと思えるかどうかを思案しながら、活動し

ている。

内海は、愛媛県一貧しい村と呼ばれていた。どうにかしないといけないという思いで、

まちづくりは“想像力”と取り組んだ。

由良地鶏→エコ養鶏として売り出す。柑橘園に鶏を放って、草取りをして、えさにもな

る。（60 日で除草完了）して、上手くいっていたが、鳥インフルエンザの影響で 5 戸あっ

た養鶏農家が 1 戸になってしまった。次に、コミュニティビジネスとして全町 500 円で輸

送、歩き遍路にガードレールに道しるべを作成するためには、国土省の許可が必要。愛南

町は水農食育の盛んな町を利用して、養殖をクラウド式でおこない、ひじき養殖日本初（真

珠筏を再利用）を行った。

「あいらいく」では、イージーランキング大会 6 日目スポーツ合宿 100 人が 10 泊を行

う。70％街づくりアンケートでは、住みたくない地域となる。それではだめだと“いざ、

内海”を合い言葉に Buratto（道草）ふるさとの良さを学ぶ、見つける。青年団同窓会を

開催。鳥獣害駆除大会 なべややかんを持参（音のなるもの）須ノ川公園まつりを開催。

地引き網、ランタンまつりなど、デジタル紙芝居で民話を高校生がつくったりする。やっ

ちゃらぁ精神で Yomosi 連と名付けて頑張っている。

八幡浜市大島町は、54 名（13 自治）の島だが、4000 人来島。1 日 3 往復便。島内には

244 名住んでいる。74 歳以上 72％、後期高齢者率 49％。自然がメインとなり、シュードタ

キライト地震の化石も発掘。トンボロからエンジェルロードへ。

子どもチャレンジ八幡浜が 1 泊 2 日のキャンプにきて、キャンドルや漁を楽しんだ。

司会者 中村 忠史

記録者   上田 和子

会場責任者 上田 和子

二名津まちづくり隊

うちうみまちづくり隊

八幡浜市地域おこし協力隊



10 月 15 日には、夜神楽（川名津神楽）が行われる。

いやしの楽園カフェを開催して、63 名の参加。大島お散歩クルージングは、9 回開催延べ

319 名、GW にも開催する。ＳＮS を中心に発信。ふるさと CM 大賞に出演、2 月 12 日 12:00

から放送。ＰＲ映像を見る。

質問

松本さん  今後 未来のイメージは？

乗松    迷っている。残りたいが、産業がないところで、生活できるか不安。島の人

は残って欲しいという声もあるが、祖母が八幡浜にいるので、八幡浜には、残

る予定である。

増田さんへ 雑木林は、誰のお金で造成したのか？

乗松    自費で行った。中学校は二名津分館、グラウンドでクロッケー。

学校を公民館にすると維持管理が大変である。高知県の都野町の森の巣箱の

ように小学校を宿泊施設として利用したり、もりまつりのように子どもたち向

けの場所にしたりできたらよいのではないか。


